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5 町田孝子 1958年 11月 10日『日本の舞踊』東京：修道社 
































                                                   












































































(一) 我が音楽界(俗曲界)の特殊なる現状 ― 歌曲本位と器楽本位 ― 詞人と楽人との関
係 ― 詞の刷新を先にせざるべからざる理由。 
(二) 曲と楽と振との関係 ― 唱歌本位と振事本位 ― 舞と踊と振事との区別 ― 舞踊の
分類、分析 ― 東洋の舞踊と西洋の舞踊 ― 振事の利用。 
(三) 科白劇と楽劇 ― 律語式の科白劇と散文式の科白劇 ― 科白劇の将来― 写実劇の
運命。 

















































































                                                   
































                                                   































を切り開くことになる。そして、大正 3 年 12 月 21 日から三日間開催された、第二回狂言
                                                   
11 明治 12年～昭和 16年を生きた劇作家・小説家。女性の地位向上の運動を率いた人物である。 
12 西形節子 2006年 3月 25日『近代日本舞踊史』東京：演劇出版社、38頁、上段 4行～5行。 
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① 初代藤陰静枝 藤陰会 
 明治 36（1903）年から二世藤間勘右衞門のもとで修業し、生活のため、新橋の芸者八重
次となる。1907 年には藤間静枝の名前を許され、小説家の永井荷風との短い結婚生活を経




















                                                   
































                                                   
14 花柳壽輔 1957年 5月 25日『壽輔藝談』東京：實業之日本社、序 より引用。 
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④ 初代花柳寿美 曙会 

































   新しい音楽の伴奏を使い、西洋のバレエの新しい形式を取り入れて、 新しい日本
のバレエを創ることも、日本新舞踊運動家として意義ある仕事だと思う。（後略）16」 
 
                                                   
15 花柳宗岳 1931年 10月 30日「曙会花柳壽美新作舞踊發表会」『曙』公演プログラム 3頁、丸の内帝国
劇場。 





























                                                   
17 東京新聞編 1975年 2月 21日『女流名家舞踊大会 五十回記念誌』東京：東京新聞。 
18 『女流名家舞踊大会 五十回記念誌』、9頁、11～12行。 
19 『女流名家舞踊大会 五十回記念誌』、9頁、13～17行。 






























                                                   
21 『女流名家舞踊大会 五十回記念誌』、10頁、8～9行。 
22 『女流名家舞踊大会 五十回記念誌』、12頁、15～17行。 
23 『女流名家舞踊大会 五十回記念誌』、17頁、1行。 
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⑤ 西﨑緑 若葉会 
西﨑緑は西川流の西川喜代美という名取名をもっていたが、会は本名である西崎緑のま
まで開催されていた。それは、技芸が未熟で、舞踊家としては無理な出発であったことを緑
自身が自覚していたからこそ、一素人の会として主催するという判断である。昭和 5 年 19

























                                                   




























































                                                   
25 西形節子 2006年 3月 25日『近代日本舞踊史』東京：演劇出版社、509頁、上段 3行～5行。 
26 西形節子 2006年 3月 25日『近代日本舞踊史』東京：演劇出版社、509頁、上段 8～9行。 
27 西形節子 2006年 3月 25日『近代日本舞踊史』東京：演劇出版社、510頁、下段 6～9行。 
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28 西形節子 2006年 3月 25日『近代日本舞踊史』東京：演劇出版社、515頁、下段 17～18行。 
































                                                   

































                                                   
































































































                                                   
32 本節では、吾妻徳穂の家族と、徳穂の半生について記述するが、まとめるにあたって『おどり』『女で
ござる』『藤間政彌』と、吾妻花舟へのインタビューを参考にしている。 



















 徳穂が日本舞踊に興味を持ち出したのは 3 歳の頃で、踊りの真似事をしていたようであ


































                                                   










































                                                   

























































































対であったが、妊娠を機に認めることになる。妊娠中である昭和 4 年 1 月からは、子供を
養うために一鶴と共に働き、徳穂は弟子をとり始める。最初は徳穂の実家の稽古場で、政彌
が古典舞踊を教えて、徳穂は当時の歌謡曲で踊るレコード物（歌謡舞踊）など、新しい傾向






































                                                   




























  第二節 春藤会の発足とその後の発展 
 
第一項 春藤会の立ち上げと吾妻流の再興 









































    歌――「もしや誰かが川下で、この人知れぬ物思を汲んでくれよもしれぬもの。」
小鳥や花の精霊たちが心配して現れ、一緒に踊る。 







作・舞台衣装   加藤まさを 
  作曲・指揮     本居長世 
少女        藤間春江 
   母         藤間寿枝 
   少年        松本純蔵こと藤間順次郎（八代目松本幸四郎） 
   小鳥や花の精霊   藤間春弥、寿枝葉、巴良枝ほか 12名。 
 
 







                                                   
44 西形節子 2006年 3月 25日『近代日本舞踊史』東京：演劇出版社、560頁、上段 13行～下段 9行。 
















  作       中内蝶二  
作曲      杵屋寒玉・常磐津文字兵衛  
振付      藤間春江 
清姫      藤間春江 
山伏      坂東三津之丞 




































作曲      杉山長谷夫  
















曲に従い次第に死を招ぐ振りありて 上手に引っ込む 溶闇 
第二節 
溶明 喬生 桂に凭れて 月を眺め居る 内へ入る  
仏前に礼拝する 逝ける妻淑芳を想ふ 
其と同時に恋人金蓮とのヂレンマに滔入れらる 喬生の悶え 
音楽 憂鬱 かすかな草笛 柳ゆれる 
    支那寺の鐘の音 溶闇 闇の中に牡丹灯籠のみ舞ふ 
    溶明 淑芳 門を叩く 家内の喬生 淑芳の来るを気附く 
     音楽華やかになりて 甘き恋の歓楽に酔う二人 其にからむ金蓮 
    やがて喬生は二人の幽霊に挟まりて次第に息絶えてゆく 
    淑芳 微笑む 
     金蓮 首丈骸骨になりて 上より見込む 溶闇   
第三節 
     舞台 第一場と同じ 
     四人の死魔 急に立つ 
  そしてグロテスクなる音楽物凄き中に軽い気分 
   四人の死魔 無心に踊る中に ―幕― 
 
 
























    作       中内蝶二  
    作曲      清元栄寿太夫  
    装置衣裳    鳥居言人  
 
   ≪ヴァラエティ≫ 
    編曲      宮城専太郎 
    装置      佐原包吉  
    独唱      永井美奈子  
    洋楽      帝国管弦楽団  
                                                   
48 杉昌郎 1979年 11月 20日「作品の思い出」『舞踊集 徳穂』東京：東京堂出版、110頁、上段 4～6
行。 
49 杉昌郎 1979年 11月 20日「作品の思い出」『舞踊集 徳穂』東京：東京堂出版、110頁、上段 6～7
行。 
50 渡辺亀蔵のこと。三代目坂東鶴之助を経て、昭和 18年に四代目中村富十郎を襲名する。 
51 西形節子 2006年 3月 25日『近代日本舞踊史』東京：演劇出版社、566頁、上段 19行～下段 15行。 
44 
 
    伴奏      ビクターレコード  
 
   ≪新造千代春≫ 
    作詞      伊東深水  
    作曲      哥沢芝金  
    装置衣裳    山川秀峰  
    振付      藤間春枝  
 
  ≪タイス瞑想曲≫ 
    原案      加藤長治  
    装置衣裳    斎藤佳三  


















                                                   









    雪の夜の家の中、むすめのお七が、炬燵によりながら吉三人形を抱いて、恋人の面
影を慕っているという場景の踊りでした。 


















   第七回 春藤会  （昭和 8年 5月 28日～29日 於：新橋演舞場） 
 この回は、特別公演と銘打って、政彌門下の新橋芸者衆が出演し、三部構成であった。第
一部は、古典 9 番と、ビクターレコードの伴奏が数曲。第二部は、新橋芸者衆が春枝の振
                                                   





























                                                   






















     作・演出     長田幹彦  
     作曲・指揮    松平信博  
     作曲       柏伊三郎  
     衣裳・装置    小村雪岱  
    
     遊女・花山    春枝 
     細工人      中村芝鶴 




                                                   
56 吾妻徳穂 1967年 11月 29日「吾妻流の樹立と披露」『おどり』東京：邦楽と舞踊、169頁、5行～8
行。 





























    何流、何流と申しましても、落ちれば同じ谷川の水で、流儀というものはございま
せん。いろんなことで家を継ぎ、制度によって流儀というものは出来るけれど、踊り































                                                   
59 吾妻徳穂 1967年 11月 29日「吾妻流の樹立と披露」『おどり』東京：邦楽と舞踊、173頁、2～7行。 
60 タランテルラと表記している文献もある。 
61 吾妻徳穂 1967年 11月 29日「関屋さんと共演」『おどり』東京：邦楽と舞踊、176頁、6～7行。 








   ≪細川ガラシャ夫人≫63 
     原案         ヘルマン・ホイベルス神父 
     作詞・演出          長田幹彦 
     衣裳・装置・照明       遠山静雄 
     作曲             杵屋佐吉 
     作曲             鈴木静一 
    
     細川忠興の妻 ガラシャ夫人   吾妻春枝 
その息女   たりよ      坂本としえ 
お萬       矢花道子 
     侍女     清原       吾妻春世（姉 君子） 
     家老     小笠原正斎    東屋三郎（新劇俳優） 
     その息       正時    佐藤光次郎（藤間万三哉） 
     運命の象徴  聖者       藤輪欣司（新劇俳優） 
     その他    侍女、軍勢    大勢 
 
序曲、第三場からなる大作の舞踊劇である。 
    序曲は運命の象徴が天正十年、本能寺の変から、光秀の娘、細川ガラシャの身にふ
りかかった困難を語る。 
    第一場『白蓮の巻』幽閉の身となった夫人は、侍女清原の手引きで、カソリックの
進行に救いを求める。 
                                                   




    第二場『火焔の舞』―大阪細川館夜討―太閤没後、石田三成の人質要請を断った夫
人に数百の軍勢が押し寄せる。火焔の中に天国へ召されるガラシャ、付き添う家老父
子も切腹。 

















    ≪指≫ 
     作詞      伊東深水 
     作曲      哥沢芝金 
 
伊東深水の美人画に想を得てその姿態美を踊りに移そうと着想した作品。 




                                                   
64 西形節子 2006年 3月 25日『近代日本舞踊史』東京：演劇出版社、581頁、上段 13～17行。 
52 
 
    ≪振袖火事≫ 
      作      邦枝完二 
      作曲     柏伊三郎 
      衣裳・装置  小村雪岱 
      照明     遠山静雄 
 








    ≪くらべ四季姿≫ 
      作詞           木村富子 
      作曲  春―「文使い」  松島寿三郎  
          夏―「苗売り」  三代目常磐津文字兵衛 
          秋―「女役者」  清元栄次郎 







                                                   






















    新作舞踊劇≪半七捕物帳≫ 
      原作      岡本綺堂 
      脚色      渥美清太郎 
      装置      田中良 
      作曲      初代柏伊三郎 
              清元栄次郎 
              三代目常磐津文字兵衛 
      演技指導    十五代目市村羽左衛門 
 
    半七捕物帳の内 石灯籠 七場 
      半七妹 おくめ          
      菊村娘 お菊          吾妻春枝 
      軽業師 春風小柳         
54 
 
      鬼女にふんする 春風小柳    吾妻春枝 
 
     手代 清次郎          政森化満里千代（新橋まり千代） 
     
     小柳情夫 金次 
      手先 幸次郎           
      平維茂に扮する情夫金次     佐藤光次郎（万三哉） 
  
      仲働 お竹           吾妻春世（君子） 
      腰元 田毎 
  
      下女 お松           吾妻春国（新橋染福） 
      腰元 呉竹 
 
      小柳一座頭取 
      母親 お寅               尾上竹之助、坂東録三郎らの歌舞伎役者 
      籠かき 
      幇間 など 
 




    小間物屋の娘お菊と手代の清次郎が駆け落ちしたので世間に知れない内に穏便に
収めるよう、半七の妹おくめが頼まれて乗り出す。 




                                                   
66 西形節子 2006年 3月 25日『近代日本舞踊史』東京：演劇出版社、584頁、上段 1行～下段 6行。 
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     「菊村の座敷」 




     「軽業の小屋」 
    春風小柳一座の紅葉狩りの劇中、鬼女に扮した小柳は、おくめによって捕らわれる。 
     「両国の橋上」 
    捕らわれた小柳は、手先幸次郎にお寅殺しを白状し、情夫金次の身を案じつつ、逃
れぬ罪と川に身をなげる。 
     「終曲」 




    ≪桐大蔵≫ 
      作       長田幹彦 
      作曲      初代柏伊三郎 
              豊竹巌太夫 
              鶴沢新造 
      美術      小村雪岱 
 







                                                   
67 西形節子 2006年 3月 25日『近代日本舞踊史』東京：演劇出版社、585頁、上段 10行～下段 16行。 
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      第二場 




    ≪吉野桜≫ 
      作       中内蝶二 
      作曲      清元栄次郎 
      装置      田中良 
   
これは、「お前死んでも墓へはやらぬ焼いて粉にして酒で飲む」という 都々逸を
地で行った吉野太夫を失った灰屋三郎兵衛を描いた作品。（中略） 













    関西第一回 春藤会  （昭和 11年 11月 27日 於：大阪歌舞伎座） 
吾妻流家元名披露目公演を大阪歌舞伎座で開催している。これは、大阪と名古屋にも稽古
場を持つ春枝が関西でも名が広まり、弟子が増えたことを意味している。 
                                                   
68 西形節子 2006年 3月 25日『近代日本舞踊史』東京：演劇出版社、586頁、上段 10行～上段 19行。 


















    ≪春琴抄≫ 
      原作      谷崎潤一郎 
      作詞 春    小松多賀雄 
      作曲      米川親敏 
 
    清元≪湯上り≫ 
      作       中内蝶二 
      作曲      清元栄次郎 
 
 














    舞踊劇≪かさね≫70 
      作       渥美清太郎 
      作曲      豊沢猿蔵 
              豊沢猿三郎 
              清元栄次郎 
              初代柏伊三郎 
              哥沢芝金 
      演出      坂東楽水 
      装置      山村耕化 
      照明      遠山静雄  
 











                                                   


























    第十四回 春藤会  （昭和 13年 5月 27日～28日 於：新橋演舞場） 
 第十四回は、≪吾妻流女十二姿≫である。 
 ≪吾妻流十二姿≫は、父十五代目羽左衛門が徳穂のために描いた 12本の扇子に起因し創
られた演目である。一月 松、二月 梅、三月 桜、四月 藤、五月 あやめ、六月 百合、七月 
撫子、八月 木賊に月、九月 薄と鎌、十月 紅葉、十一月 葛の葉、十二月 寒牡丹、これら
の扇子から想を得て、伊東深水に作詞を依頼し、≪吾妻流十二ヶ月女すがた≫という新作舞
                                                   































                                                   


























    第十五回 春藤会  （昭和 11年 11月 17日～18日 於：新橋演舞場） 
 この時の新作である長唄≪時雨西行≫は、徳穂十種74として、吾妻流の代表作品として大
切にされている演目のひとつである。また徳穂は、光次郎の生涯の中で傑作であったと感じ
                                                   
73 華甲の寿とは、還暦を祝うことである。 
74 ≪藤戸の浦≫、≪赤猪子≫、≪女の四季≫、≪加賀の千代≫、≪桜しぐれ≫、≪三井の晩鐘≫、≪時




























 ≪時雨西行≫で舞踊界に復活できた徳穂は、昭和 15年に光次郎と結婚した。 
 
 




















   浜町の河岸が舞台で、お金の工面に歩いているお葉が、千ヶ寺詣りの男と行き会い、
おさい銭をやろうとしてお金を取り落とし、チャリンと鳴った小粒の音に、新しい三
味線の音色のヒントを得るといった場面。 
     第二景「夕立」 
    洗い髪姿のお葉が、おりからの雷雨にヒントを得て、例の名曲「夕立」の合の手を
思いつくエピソード。 
     第三景「菊水の賀」 








                                                   
75 吾妻徳穂（笠井晴信）1978年 3月 15日『女でござる』読売新聞社、192頁、9行～193頁、1行。 
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    第十七回 春藤会 （昭和 17年 4月 29日 於：新橋演舞場） 

























徳を積むことを信念として昭和 17年 8月に名前を改めた。 
 
                                                   
76西形節子 2006年 3月 25日『近代日本舞踊史』東京：演劇出版社、606頁、下段 14～19行。 
77 西形節子 2006年 3月 25日『近代日本舞踊史』東京：演劇出版社、606頁、下段 14～19行。 
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   大日本舞踊聯盟制定・大日本長唄聯盟推薦 
≪日本魂≫ 
  作詞          木村富子 
  作曲          杵屋佐之助 
  振付          吾妻徳穂 
立方          吾妻徳穂 
春世 
春菊 他 4名 
 
    長唄≪四季山姥≫ 
      舞台美術・衣裳考案   鳥居清言 
      立方 八重桐      吾妻徳穂 
                                                   







    ≪煙≫ 
      作詞          三宅大輔 
      作曲          大和楽団 
      立方        春 吾妻徳穂 
                秋 藤間政彌 
 
   大政翼賛会協賛「新穀感謝」 
    長唄 ≪田植え≫ 
      作詞          今日出海 
      構成          暉峻康隆 
作曲          杵屋六左衛門 
舞台美術・衣裳考案   鏑木清方 
      立方      早乙女 吾妻徳穂 
                    春菊 他 4名 
 
   日本文学報国会協賛「愛国百人一首」 
    大和楽≪鶴群≫ 
      作詞          船橋聖一 
      作曲          大和楽団 
      立方   遣唐使の若者 吾妻徳穂 
              母     徳穂 
              弟   足立節子79 
 
 


































































































                                                   
80 吾妻徳穂 1978年 3月 15日『女でござる』東京：読売新聞社 































































作詞           田中青滋 
   作曲           大倉喜七郎（大和楽） 
   演出           久保田万太郎 
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   振付           吾妻政住82（藤間万三哉） 
  お夏           吾妻徳穂 
  清十郎          坂東鶴之助（五代目中村富十郎） 
  お夏の母親        村田嘉久子 






    第二回 夫妻会  （昭和 22年 6月 4日～8日 於：帝国劇場） 








  原作          谷崎潤一郎 
  作曲          宮城道雄 
              富崎春昇 
  演出          久保田万太郎 
 
  主人公         吾妻政住 









  美術          藤田嗣治 
  演奏          原智恵子 
   
出演          吾妻徳穂 
            吾妻政住 ほか 
 
 











振付           吾妻政住 
音楽           宮城道雄、原智恵子 
美術           藤田嗣治 
静御前          吾妻徳穂 
源義経          吾妻政住 
源頼朝          初代中村吉右衛門 
北條政子         六代目中村芝翫（六代目中村歌右衛門） 
静の母          八代目沢村宗十郎 
梶原景時         中村吉十郎 
                                                   




プロローグのナレーター  八代目松本幸四郎 

























 昭和 25 年 1 月 30 日には、長男渡辺一（五代目中村富十郎）を後継者とし、吾妻流家元
として吾妻徳隆を名乗らせる。これは万三哉が「あんたは、これから宗家になって、家元は
一（今の竹之丞・私の息子）にゆずるべきだ84」と言ったことがきっかけである。昭和 20年
                                                   




追福供養舞踊会が昭和 25年 2月 27日に行われ、そこが徳隆の家元披露となった。 
 
 








  ≪長崎の踏絵≫ 
   原作          長田幹彦 
   演出監修        久保田万太郎 
   作曲          岸上キミ子 
   編曲          団伊久磨 
               宮川栄寿郎 
   美術          東郷青児 
   舞台装置        織田音也 
   演出・振付       藤間万三哉 
 
   彫刻師清之助      藤間万三哉 
   瓦版売り        花柳錦之輔（花柳寿楽） 
   娘お市         吾妻徳穂 
   お市の母親       村田嘉久子 







 第一景  諏訪の夜まつり 
 第二景  不安な一夜 
 第三景  森の礼拝堂 
 第四景  庭おろしの日 
 第五景  港の感傷 
 第六景  彼らは昇天した 















    このお市を演じながら、私は三昧境に入ることができたのです。 
    自分がお市か、お市が自分か――このまま死ねたら、どんなに幸福だろうか――そ
う思いながら、この踏絵をつとめたのでございます。 
 
                                                   
85 吾妻徳穂 1967年 11月 29日「芸の三昧境を知る」『おどり』東京：邦楽と舞踊、227頁、4行～9
行。 































 昭和 26 年 9 月 15 日に開催された第一回定式舞踊会で発表された新作は≪院の月≫で、
能≪融≫を舞踊化したものである。この作品の為に桜間弓川に指導を仰いでいる。 

























                                                   





















































ムーン・スリー・デイ・ワン・オクロック・サボイホテル」と片言の英語で、昭和 28 年 8

















                                                   
89 吾妻徳穂 1990年 1月 1日『女三昧 芸三昧』東京：婦人画報社、174頁。 































































                                                   
91 藤間万三哉 1954年 8月『アズマ・カブキ渡米日記』藝術新潮 5(8)、226頁。 
92 藤間万三哉 1954年 8月『アズマ・カブキ渡米日記』藝術新潮 5(8)、226頁。 
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長唄 外記猿  （素踊）       藤間万三哉 
   長唄 岸の柳  （本衣裳）      吾妻雪子（筑波雪子） 
   長唄 越後獅子 （素）        尾上菊之丞 
   長唄 鷺娘   （半衣裳）      吾妻徳穂 
   三味線 大薩摩             杵屋勝東治 
   長唄 二人椀久 （本衣裳）   椀久  尾上菊之丞 






                                                   
































                                                   



























































金銭面も苦労を重ね、昭和 30年 7月に日本を出発した。 
 まず、8 月 3 日イタリアのゼノアでの公演でスタートし、昭和 31 年 4 月 24 日のカナダ




                                                   





8月 3日～9日    ゼノア市近郊（ネルヴィ市公園劇場にて） 
 8月 10日～11日   サンレモ 
 8月 15日～21日   コペンハーゲン（スカラ座） 
 8月 23日～9月 2日  ストックホルム（シルクス劇場） 
 9月 5日～10日    エディンバラ（エンパイア劇場、芸術祭参加） 
 9月 12日～10月 1日 ロンドン（国立オペラ・ハウス） 
 10月 3、4、5日    アムステルダム 
 10月 6日       ユトレヒト 
10月 8日、9日    ヘーグ 
10月 11日～17日   ベルギー 
10月 18日      ドイツ 
 
    アメリカ日程 
   12月 26日～1月 14日 ニューヨーク（ブロードウェイ劇場） 
   1月 16日       プリンストン（マックカーター劇場） 
1月 17日～19日    フィラデルフィヤ（アカデミー・オブ・ミュージック） 
   1月 20日       ロッチェスター（イーストマン劇場） 
   1月 21日       バッファロー（クレインハンス ミュージックホール） 
   1月 23日～28日    ボストン（プリムス劇場） 
   1月 30日       バルチモア（リライク劇場） 
   1月 31日～2月 4日   ワシントン（ナショナル劇場） 
   2月 6日、7日     イースト・ランシング（カレッジ・オード） 
   2月 8日、9日     デトロイト（マソニック・テンプル） 
   2月 11日       クリ―ヴランド（ミュージックホール） 
   2月 13日～18日    シカゴ（ハリス） 
   2月 20日、21日    ミルウォーキー（パブスト劇場） 
   2月 22日       マジソン（ウィスコンシン・ユニオン劇場） 
   2月 24日       セントルイス（キール・オード） 
   2月 25日       シンシナティ（タフトオード） 
   2月 26日       コロンバス（コロンバスオード） 
88 
 
   2月 28日       コロンビア（ジーシーオード） 
   3月 1日        セイダーファール 
   3月 4日        アメス（ステート・ジムナジアム） 
   3月 8日        オハマ（ネブラスカ・オード） 
   3月 9日        カンサスシティ（ミュージックホール） 
   3月 10日       タァルサ（タァルサ・ミュニシパル劇場） 
   3月 12日       ヒューストン（ミュージックホール） 
   3月 13日       ダラス（マックファンリンホール） 
   3月 14日       オースティン 
   3月 15日       サン・アントニオ（ミュニシパルオード） 
   3月 17日       タクソン（ニューヴ・オード） 
   3月 21日       ロスアンゼルス（ソーオンホール） 
   3月 22日～28日    ロスアンゼルス（フィルハーモニックオード） 
   3月 29日       サンディエゴ（ロスオード） 
   4月 1日        サンディエゴ（ロァスオード） 
   4月 2日        チャイナレーク 
（エヌ・オー・ティーエス・ステーション劇場） 
   4月 3日        サン・ジョーゼ（シヴィックオード） 
   4月 4日、5日     バークレイ（バークレイ・コミェニティ劇場） 
   4月 6日        ストックトン 
   4月 7日        サクラメント（メモリアルオード） 
   4月 8日        スタンフォード（メモリアルホール） 
   4月 10日～15日    サンフランシスコ（カーレン劇場） 
4月 17日       アーゲン 
4月 18日       サレム（ウィリアメット・ユニヴァーシテイオード） 
4月 19日       ポートランド 
（ポートランド・パブリックオーディトリゥム） 
4月 20日、21日    シアトル（モーア劇場） 


























第二回のアメリカ巡業は、12 月 26 日～1 月 14 日のブロードウェイ劇場を皮切りに、1






















和 34年 9月に弟子を連れて旅立った。これに伴って、吾妻教室の幕も閉じたのである。 













































                                                   
96 2014年 7月 17日に行った三代目花柳寿美のインタビューより。 
97 昭和 41年（1966）10月 25日に東横ホールに於いて開催。第二回目にあたる。≪お夏狂乱≫≪雪姫≫
≪櫓のお七≫の三曲を上演している。 

























                                                   
99 三枝孝榮・三代目花柳寿美・中野義徳 対談 2008「花柳宗岳――プロデューサーに徹した日本舞踊
家」『邦楽と舞踊』4月号、13頁。 
































































































                                                   
103吾妻徳穂 1990年 1月 1日『女三昧芸三昧―如是の華―』東京：婦人画報、25頁、3～4行。 




































   第一回 をどり座  （昭和 60年 3月～5日間） 
≪女太閤記≫ 
 作          橋田寿賀子 
  演出         石井ふく子 






   第二回 をどり座  （昭和 61年 2月） 
 この回は、新作舞踊劇の他に、古典 2作品ほどの上演もあった。 
 
 ≪忍の一字≫ 105 
  原作         橋田寿賀子 
  舞踊劇化       菊村禮 
  演出         石井ふく子 
  美術         朝倉摂 
照明         北寄川嵩 
  作曲         大和久満 
  作詞         堅田喜三久 
  振付         花柳宗岳 
  
   時         天明 5年（1785）冬より 一年後まで 
   所         奥州白河 及び 京 
 
   第一幕 
  第一場  白河 兵助の家の庭。 
       天明 5年（1785）冬 
                                                   
105 忍の一字 公演台本より 
98 
 
  第二場  峠道。二日後 
  第三場  京の往来、藩邸、及び商家 
       数日後、節分の頃 
  第四場  藩邸内の座敷。数日後 
  第五場  嵐山。数ヶ月後 春 
  第六場  京の往来。数時間後 
  第七場  祇園の茶屋、筒見 
  第八場  茨木屋の奥座敷。翌日 
 
   第二幕 
  第一場  京の往来。一月後 
  第二場  祇園の茶屋、筒見、その他。 





















 ≪七夕草子≫  
  脚本         松山善三 
  補綴         中田武司 
  演出         石井ふく子 
  振付         藤間友章 
  音楽         今藤政太郎 
             藤舎呂船 
             藤舎推峰（現 藤舎名生） 
  美術         朝倉摂 
  照明         北寄崎嵩 
  音響         森本義 
  演出補        中川寿夫 
  舞台監督       白石弘明 
 
   第一幕 
  第一場  長者屋敷 
  第二場  池の端の十七間邸（湖底・大蛇の邸） 
  第三場  西の京の芒ヶ原 
       天界の瑠璃宮殿 
   
 第二幕 
  第四場  西の京の芒ヶ原 







































                                                   


































































































































                                                   


































































































































































































































                                                   
































































































































平成 26 年 3 月 22 日、東京藝術大学音楽学部構内奏楽堂において、第二回博士リサイタ
ルを実施する。 






























































































































































































 長唄≪鷺娘≫とは、作詞者 不詳、作曲者 富士田吉治・杵屋忠次郎によるもので、初演は、
宝暦 12（1762）年 4 月、江戸市村座で二世瀬川菊之丞がつとめた五変化のひとつである。






































































































































                                                   
110 渡辺保 1998年 10月 10日『芸の秘密』東京：角川書店 

































                                                   








































     博士学位審査会において上演した長唄≪鷺娘≫の舞台写真 
   写真⑴                     写真⑵ 




  写真⑸                  写真⑹ 


















第四節  まとめ  
 
 博士課程在学時において、博士リサイタルを 2 回行ったが、舞台を通して感じた自身の
課題点を知るとともに、坪内逍遥の『新楽劇論』や新舞踊運動という過去の発展を学ぶこと
で、現在どのように日本舞踊があるべきかを考える機会であった。 
























                                                   
































































                                                   
114 吾妻徳穂 1957年 1月 20日『世界に踊る』東京：角川書店 
































































































































                                                   































                                                   
117 2014年 7月 17日 三代目花柳寿美インタビューより 






































































































































吾妻徳穂 1957年 1月 20日『世界に踊る』東京：角川書店 




吾妻徳穂 1990年 1月 1日『女三昧芸三昧―如是の華―』東京：婦人画報社 
吾妻流 1999年 10月改版『吾妻流』東京：吾妻流事務局 
吾妻流家元 1999年 2月 26日『道しるべ 二世宗家吾妻徳穂御言葉集（吾妻会会報一号より
五十九号まで）』東京：吾妻会会報部 
大橋鈴子（里見弴）1953 年 2 月 26 日『初代花柳寿美』東京：二代目花柳寿美主催曙舞踊
劇団 
草柳大蔵 2003年 7月 23日『絶筆………………日本人への遺言』東京：海竜社 
栗原信一 1968年 6月 27日『フェノロサと明治文化』東京：六芸書房 
熊沢一衛 2014年 3月 20日『フランス文学と死生観』東京：駿河台出版社 
小坂井澄 1993年 11月 30日『九代目団十郎と五代目菊五郎』東京：徳間書店 
三枝孝榮・三代目花柳寿美・中野義徳 対談 2008 年「花柳宗岳――プロデューサーに徹し
た日本舞踊家」『邦楽と舞踊』4月号 
司馬遼太郎、ドナルド・キーン 1984年 4月 10日『日本人と日本文化―〈対談〉』東京：中
央公論新社 
澁澤秀雄 1954年 5月「アズマ・カブキ・ダンス」『芸術新潮』第 5巻 
白洲正子 1996年 4月 20日『雨滴抄』東京：世界文化社 
杉昌郎 1979年 11月 20日『舞踊集 徳穂』東京：東京堂出版 
守随憲治 1938年 1月 10日『役者論語』東京：岩波書店 
守随憲治 1973年 4月 10日『續役者論語』東京：東京大学出版会 
新保哲 2009 年 3 月 15 日『日本人の生死観―日本文化の根源を求めて―』岡山：大学教育
出版 
諏訪春雄 1981年 6月 30日『歌舞伎の伝承 美と心』東京：千人社 
土屋恵一郎 2004年 4月 16日『元禄俳優伝』東京：岩波書店 
津野海太郎 2002年 12月 11日『滑稽な巨匠――坪内逍遥の夢』東京：平凡社 
坪内逍遥協会 1977年 6月 22日『逍遙選集 第三巻』東京：第一書房 
143 
 
中村秋一 1942年 12月 15日『日本古典舞踊の研究』東京：日下部書店 
西形節子 1980年 3月 30日『日本舞踊の研究』東京：南窓社 
西形節子 2006年 3月『近代日本舞踊史』東京：演劇出版 
花柳壽輔 1957年 5月 25日『壽輔藝談』東京：實業之日本社 
花柳宗岳 1980年 11月 20日『曙』東京：三萬寿 
藤間万三哉 1954年 8月「アズマ・カブキ渡米日記」『藝術新潮』5巻 8号 
松本亀松 1948年 11月『藤間政彌』東京：靑柿社 
町田孝子 1958年 11月 10日『日本の舞踊』東京：修道社 
安田武 1974年 9月 20日『型の文化再興』東京：筑摩書房 
山田奈々子 2007年 12月 22日『踊る ことばたちが』東京：一艸堂 
山野博大 2014年 5月 31日『踊る人にきく 日本の洋舞を築いた人たち』東京：三元社 
渡辺保 1978年 9月 10日『女形百姿』東京：青蛙房 
渡辺保 2012年 12月 25日『女形とは 名女形 雀右衛門』東京：角川学芸出版 
渡辺保 2013年 9月 25日『歌舞伎 型の魅力』東京：角川学芸出版 
渡辺保 2013年 12月 25日『歌舞伎 型の真髄』東京：角川学芸出版 
渡辺守章 1978年 11月 30日『虚構の身体 演劇における神話と反神話』東京：中央公論社 
東京新聞編 1975年 2月 21日『女流名家舞踊大会 五十回記念誌』東京：東京新聞 
邦楽と舞踊社編 2003 年「吾妻流再興七十周年徳穂から徳彌へ、引き継がれた芸の心」『邦
楽と舞踊』第 54巻 4月号。 
1956年 10月 27日 28日『藤間雪後追善舞踊会』公演プログラム、歌舞伎座 
1963年 11月 27日『第二回 吾妻会 新作発表』公演プログラム、歌舞伎座 
1965年 9月 24日『吾妻徳穂 道成寺三趣』公演プログラム、東横ホール 
1966年 10月 25日『吾妻徳穂 娘形三趣』公演プログラム、東横ホール 
1967年 10月 26日、27日『第三回 吾妻会』公演プログラム、歌舞伎座。 
1968年 10月 31日『吾妻徳穂 女人三趣』公演プログラム、国立大劇場 
1969年 11月 29日『吾妻徳穂 母三趣』公演プログラム、国立大劇場 
1970年 11月 1日『吾妻徳穂 恋三趣』公演プログラム、国立大劇場 
1971年 10月 29日『吾妻徳穂 花三趣』公演プログラム、国立大劇場 
1972年 10月 29日『吾妻徳穂 歌人三趣』公演プログラム、国立大劇場 
1973年 10月 31日『吾妻徳穂 春夏雪三趣』公演プログラム、国立大劇場 
1976年 11月 29日『徳穂の会』公演プログラム、国立大劇場 
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1977年 3月 29日『奉納東大寺大佛殿 徳穂の会』公演プログラム、国立大劇場 
1979年 11月 29日『十五回記念 道成寺三趣 徳穂の会』公演プログラム、国立大劇場 
1980年 10月 28日『十六回 徳穂の会』公演プログラム、国立大劇場 
1980年 11月 28日『チャリティー特別公演 徳穂の会 第十七回』公演プログラム、三越劇
場 
1981年 10月 28日『十八回 徳穂の会』公演プログラム、国立大劇場 
1982年 9月 29日『十九回 徳穂の会』公演プログラム、国立大劇場 
1983年 3月 28日、29日『吾妻流五十周年記念 吾妻会』公演プログラム、新橋演舞場 
1983年 10月 30日『文化庁芸術祭協賛公演 第二十回 徳穂の会』公演プログラム、国立大
劇場 
1988年 2月『七夕草子 をどり座』公演プログラム 
1988年 10月 28日 29日『傘寿 徳穂の会』公演プログラム、歌舞伎座 
1991年 3月 27日『伝承 徳穂の会』公演プログラム、新橋演舞場 
1993年 5月 1日『吾妻流再興六十周年記念 徳穂の会』公演プログラム、国立大劇場 
1999年 4月 27日『吾妻徳穂 一周忌追善舞踊会 夢』公演プログラム、国立大劇場 
2003年 4月 27日、28日『吾妻流再興七十周年記念 吾妻会』公演プログラム、国立大劇場 
2010年 4月 2日、3日『吾妻徳穂 十三回忌追善舞踊会 夢』公演プログラム、国立大劇場 


















第 1回 S5.5.29 新曲藤娘 
 




第 2回    9.27 深山の少女 
 
 本居長世 藤間春江  日比谷公会堂 











































第 5回 S7.5.29 











第 6回    7.10 吉三人形 中内蝶二 初代柏伊三郎 藤間春枝 (装)鳥居言人 
 
帝国ホテル演芸場 
第 7回 S8.5.28 
  ~5.29 
 
四季の絵姿 
 春 雪姫 
 夏 舞妓 
 秋 小督 







藤間春枝 (美)小村雪岱 新橋演舞場 
 
 
    7.19      吾妻流四代目家元吾妻
春枝となる。 
 
























第 9回 S9.5.26 




































第 11回 S10.5.26 















第 12回 S11.5.27 



































































第 13回 S12.5.26 
  ~5.27 
 













S13.3      詳細不明 
第 14回    5.27 


































 S14.4      吾妻流二世宗家とな
る。 
 
第 15回 S14.11.17 





































 S15      万三哉と結婚する。 
第 16回 S15.12.4 















































吾妻春枝  新橋演舞場 
 S17.8      吾妻徳穂に改名 
第 18回 S17.11 しりとり抄     帝国劇場 
第 19回       中止となる。 




















回数 年月日 作品(新作) 作・演出 作曲・演奏 振付 美術 会場・備考 
第 1回 S21.4.13 
  ~4.17 




第 2回 S22.6.4 















第 3回 S23.7.3 
   ~7.22 
静物語   吾妻政住 藤田嗣治 有楽座 
 
光輪会として開催。 





第 4回 S25.12.1 
  ~12.10 
長崎の踏絵 (演出) 
久保田万太郎 




回数 年月日 作品(新作) 作詞 作曲 振付 会場 備考 



























第 2回    10.13 高尾 
 
  吾妻徳穂 日本工業倶楽部  
第 3回    12.11 雪女 
 
   白木劇場  





   白木劇場  
第 5回     3.22 道中双六 
 
娘道成寺 





















































回数 年月日 会名 上演演目 作詞・作曲 
作調 
振付・出演 会場 備考 









































































































  竹内万理 
  石川真喜子 
  石川実喜子 
  河崎聖子 



































































































































































































































     花柳宗岳 
     駒井義之 



















































































































  河崎純栄 
  佐々木真紀 
  池田美香 
  北原麻美 















































































































































  吾妻節穂 
  吾妻マリ 












































































































































































  吾妻徳彌 
  中村富十郎 
























































































  猿若清三郎 
  藤間藤朗 
  西川鯉之丞 
  花柳寿美 
  吾妻勝子 
  吾妻節穂 
  吾妻寛穂 
  吾妻マリ 
  吾妻蒼穂 
  吾妻橘 






































   稲垣隆史 
 























  中村富十郎 
  吾妻節穂 









































































































  尾上緑三郎 
  尾上辰夫 
  尾上小辰 
  尾上緑也 
  片岡市松 













第 21回 S63.10.28 














































  藤舎推峰 
(振)吾妻徳穂 
(出)吾妻徳穂 




 からみ 4名 
 
(出)吾妻徳穂 
  吾妻徳彌 
















































































































































































  吾妻徳彌 
  中村智太郎 

























































回数 年月日 タイトル 作 台本 
脚本 
演出 振付 会場 ゲスト出演 備考 
第1回 S60.3 
～5日間 
おんな太閤記 橋田寿賀子 杉昌郎 石井ふく子 西川鯉次
郎 
三越劇場 竹下景子 東京都文化賞受賞。 
第2回 S61.2 忍の一字 橋田寿賀子 杉昌郎 石井ふく子 花柳宗岳 三越劇場 丹波哲郎  


























































































































































































































































































































































  吾妻徳穂の衣裳と舞踊活動写真、三代にわたる吾妻流の家元継承 
――徳穂の衣裳―― 
 
↑ 紫縮緬地千鳥模様小袖（鏑木清方意匠、踊用） ↑ 紫鼠縮緬地腰替り白地雪輪模様襲付振袖 
      ≪雪三題 薄雪≫に使用                （鏑木清方意匠、踊用） 
                             
 
 









































    アヅマカブキ公演 





























   （鏑木清方意匠、踊用） 
 










































































































↓ 浅葱縮緬地霞水に都鳥模様襲付小袖（踊用）    ↓ 黒縮緬地水に桜樹模様小袖（踊用） 







     ≪二人椀久≫ 松山 用 
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――徳穂の舞踊活動写真―― 
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――三代にわたる吾妻流の家元継承―― 
 
